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のライフサイクルを考慮し、保守・運用の視点で、サービス開始や接続時からサービス終

、予防・検知・回復に分けて整理しています。 
IoT 構成

の基本モデルを想定しています。

配置するのか、トータルに考えて設計すること

においては、負荷のかかる機能を配

り、その場合は上位のフォグ層やクラウド層でその機能を担保し、全

の基本モデルにおけ

高信頼化機能の配置を考慮しており、経済合理性や寿命を考慮した現実的な検討を
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